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｜
、
伝
記
的
研
究

明
治
二
十
八
年
六
月
『
東
洋
学
芸
雑
誌
』
第
一
六
五
号
に
発
表
さ
れ
た
狩

野
亭
吉
氏
の
〃
志
筑
忠
雄
の
星
気
説
〃
と
い
う
論
文
は
、
日
本
人
に
志
筑
忠

雄
と
い
う
人
物
と
そ
の
独
創
的
な
宇
宙
起
源
に
関
す
る
星
雲
説
の
内
容
を
教

（
１
）

え
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
既
に
述
べ
た
の
で
、
こ
こ
で
は
大

槻
如
電
翁
の
記
事
か
ら
始
め
た
い
と
思
う
。

明
治
四
十
年
刊
行
の
大
隈
重
信
編
『
開
国
五
十
年
史
』
上
巻
に
大
槻
如
電

は
〃
欧
州
学
術
伝
来
史
〃
を
執
筆
し
て
、
蛮
学
・
蘭
学
の
発
達
に
関
す
る
史

実
を
通
観
し
て
い
る
が
、
そ
の
中
に

同
じ
通
弁
員
に
（
こ
の
引
用
文
の
前
に
本
木
の
天
文
書
翻
訳
の
記
事
が
あ

る
。
大
森
註
）
中
野
柳
圃
（
志
筑
忠
雄
の
こ
と
。
大
森
註
）
と
云
へ
る

は
、
夙
く
其
職
を
辞
し
て
、
是
も
欧
州
星
暦
の
書
を
訳
述
せ
ん
と
欲
し
、

閉
戸
従
事
す
る
十
年
、
党
に
暦
象
新
書
を
箸
は
し
た
り
（
寛
政
十
年
、
一

法
政
史
学
第
二
十
五
号

１９三二一
、、、、

伝
記
的
研
究

文
化
史
的
研
究
（
本
節
半
ば
迄
本
号
掲
載
）

鹸
近
の
研
究

結
び 『
暦
象
新
書
』
お
よ
び
志
筑
忠
雄
の
研
究
史

ｌ
星
史
家
に
よ
る
評
価
に
つ
い
て
目
Ｉ

千
七
百
九
十
八
年
）
。
こ
の
高
等
専
門
学
な
る
星
象
究
理
の
書
を
読
永
破

ら
ん
と
刻
苦
せ
し
が
、
了
解
す
る
能
は
ざ
る
こ
と
多
き
に
逢
ひ
、
寝
食
を

廃
せ
し
凡
そ
幾
回
な
る
こ
と
を
知
ら
ず
。
然
る
に
其
困
苦
の
極
ま
り
、
和

蘭
の
文
辞
に
語
格
・
詞
品
の
あ
る
事
を
看
破
し
、
六
烙
九
品
を
回
定
し
て

一
つ
の
文
典
を
作
り
た
り
。
然
れ
ど
も
中
野
は
世
人
と
更
に
交
通
せ
ざ
れ

ば
か
上
る
抄
訳
も
知
る
人
な
か
り
し
が
、
大
槻
の
子
大
槻
玄
幹
の
見
現
は

（
２
）

す
所
と
な
り
て
、
和
蘭
文
法
は
世
に
伝
は
り
た
り
。

（
引
用
文
は
、
漢
字
に
つ
い
て
は
当
用
漢
字
に
訂
正
し
た
が
、
仮
名
過
い

ば
原
文
の
ま
ま
と
し
た
。
以
下
、
引
用
文
に
つ
い
て
同
様
に
取
扱
う
。
）

前
章
に
記
せ
し
中
野
の
文
法
書
は
、
大
槻
子
長
崎
遊
学
中
、
中
野
左
訪
ひ
、

始
め
て
其
発
明
あ
る
に
雑
き
、
通
弁
員
中
に
伝
へ
、
馬
場
・
本
木
一
征
・

吉
雄
一
一
世
の
三
子
を
伴
ひ
、
同
じ
く
中
野
の
教
を
受
く
。
是
れ
ぞ
和
蘭
の（
３
）

難
叩
格
文
法
の
世
に
現
は
れ
た
る
初
め
な
る
（
文
化
元
年
一
千
八
百
四
年
）

と
述
べ
、
中
野
の
『
暦
象
新
書
』
訳
出
と
そ
の
苦
心
・
蘭
語
文
法
の
発
見
と

そ
の
流
布
の
端
緒
を
明
ら
か
に
し
た
。
蘭
語
文
法
発
見
の
功
を
述
べ
た
の
は
、

こ
の
文
が
最
初
で
あ
ろ
う
。
更
に
大
正
二
年
刊
行
の
『
文
明
源
流
叢
書
』
第

一
巻
に
は
大
槻
文
彦
述
〃
日
本
文
明
の
先
駆
者
〃
が
あ
る
。
そ
こ
に
は
志
筑

に
つ
い
て
の
紹
介
が
あ
る
。
大
槻
文
彦
氏
は
、
江
戸
を
中
心
と
し
た
蘭
学
の

大
森

(三）

一

一

八

実
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発
達
を
一
、
洋
学
の
濫
膓
二
、
青
木
文
蔵
一
一
一
、
前
野
良
沢
、
杉
田
玄

白
四
、
大
槻
玄
沢
五
、
玄
沢
門
下
の
諸
名
家
六
、
蘭
学
の
系
統
の

順
に
述
べ
、
七
、
長
崎
の
蘭
学
で

長
崎
の
通
辞
が
洋
書
を
読
む
こ
と
を
許
さ
れ
て
か
ら
、
西
善
三
郎
、
本
木

栄
之
進
、
吉
雄
耕
牛
な
ど
と
い
ふ
学
者
が
出
来
て
来
た
。
其
中
に
中
野
柳
圃

と
云
ふ
人
が
あ
る
。
此
人
は
非
常
な
篤
学
な
人
で
、
蔵
の
中
に
二
十
年
も
這

入
っ
て
居
っ
て
更
に
世
間
へ
出
な
い
。
さ
う
し
て
天
文
に
関
す
る
「
暦
象
新

書
」
と
い
ふ
書
物
を
翻
訳
し
た
。
最
初
天
文
の
書
物
を
読
ま
う
と
し
て
も
中

々
分
ら
な
い
。
そ
こ
で
熟
々
老
へ
た
。
蘭
書
を
読
む
に
は
先
づ
其
文
法
語
法

を
知
ら
な
け
れ
ば
読
め
る
も
の
で
な
い
。
文
法
語
法
が
第
一
で
あ
る
と
気
が

つ
い
て
「
和
蘭
詞
品
考
」
と
い
ふ
文
法
書
を
箸
は
し
た
。

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
（
Ａ
）

之
れ
は
西
洋
の
文
法
書
を
見
た
の
で
も
何
で
も
な
い
。
和
蘭
の
書
物
を
読

む
に
は
斯
う
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
云
ふ
、
自
分
の
新
発
明
で
あ
り
ま

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
（
４
）

す
。
此
の
中
野
の
文
法
が
出
て
か
ら
和
蘭
の
学
問
は
一
変
し
た
（
傍
点
は

大
森
）

と
、
志
筑
の
文
法
を
高
く
評
価
し
た
。
し
か
し
傍
点
部
Ａ
に
つ
い
て
は
後
に

疑
問
が
提
出
さ
れ
る
。

上
に
述
べ
た
大
槻
文
彦
の
記
事
も
『
暦
象
新
書
』
に
触
れ
て
は
い
る
も
の

の
蘭
文
法
自
覚
に
つ
い
て
よ
り
多
く
が
語
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
大
槻
如
電

『
新
撰
洋
学
年
表
』
大
正
十
五
年
（
明
治
十
年
の
『
日
本
祥
学
年
表
』
の
大

改
訂
版
）
に
は
、
志
筑
関
係
の
記
事
も
多
数
見
出
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
本
木

氏
へ
の
入
門
、
蘭
文
法
自
覚
、
『
求
力
論
』
『
火
器
発
法
伝
』
、
『
魯
志
亜
志

附
録
』
、
『
八
円
賎
』
、
『
和
蘭
詞
品
考
』
、
『
鎖
国
論
』
、
『
日
蝕
絵
算
』
、
『
二

国
会
盟
録
』
『
暦
象
新
書
』
、
志
筑
の
門
弟
達
な
ど
、
他
の
蘭
学
者
と
同

『
暦
象
新
書
』
お
よ
び
志
筑
忠
雄
の
研
究
史
日
（
大
森
）

じ
く
志
筑
に
つ
い
て
も
豊
富
な
記
事
が
見
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
『
暦
象
新

書
』
に
つ
い
て
の
記
載
を
見
る
と
、

六
月
暦
象
新
書
上
編
志
筑
維
訳
原
書
は
英
国
人
ケ
ー
ル
所
著
天
文
書

な
り
。
一
一
十
年
の
辛
苦
に
て
記
述
す
る
と
云
ふ
、
其
例
言
に
子
は
一
個
の

舌
人
に
て
僅
か
に
蘭
書
の
大
意
を
解
す
る
事
を
得
る
の
糸
。
和
漢
の
典
籍

に
暗
け
れ
ば
如
何
で
天
学
の
何
老
た
る
を
知
ら
ん
。
唯
訳
文
の
拙
に
し
て

読
人
詳
か
に
原
文
の
意
を
理
会
す
る
の
難
か
ら
ん
事
を
恐
る
故
に
不
得
己

柳
所
聞
を
雑
へ
其
言
の
天
経
或
川
、
暦
算
全
書
に
及
ぶ
が
如
し
（
寛
政
十

年
の
条
）

十
月
暦
象
新
書
中
篇
志
筑
忠
雄
訳
上
篇
は
実
動
の
躰
を
論
じ
此
篇
は

実
動
ノ
理
ヲ
論
ズ
、
上
篇
ノ
大
意
〈
地
動
一
一
ア
リ
此
篇
ノ
大
意
〈
衆
動
一

貫
一
一
ア
リ

元
気
屈
伸
動
力
常
勤
常
静
加
力
変
速
重
動
画
輪
速
力
無
増
減

旋
輪
躰
動
法
赤
道
遠
心
力
張
本
赤
道
遠
心
力
仮
星
太
陰
比
例
諸

雁
行
道
真
形
星
行
応
三
角
積
起
源
正
楕
二
円
一
周
適
等
求
心
力
疑

問
諸
気
障
碍
薄
気
衆
動
一
貫
比
例
起
源

首
ノ
元
気
屈
伸
一
編
〈
漢
ト
西
ト
ヲ
考
へ
テ
子
ヵ
言
へ
ル
ナ
リ
（
寛
政
十

二
年
の
条
）

十
月
暦
象
新
書
下
篇
志
筑
忠
雄
訳
嘩
睡
硫
辮
“
例
言
、
近
来
西
域
一
一
一
奇

一
一
ユ
ー
ト
ン

士
ア
リ
尼
通
ト
云
う
是
人
深
ク
度
数
ノ
学
ヲ
究
〆
広
ク
天
地
ノ
理
二
通

ズ
、
其
名
諸
国
ヲ
震
動
ス
是
編
元
来
尼
通
ノ
旨
一
一
出
ク
リ
唯
其
数
理

起
源
ノ
委
曲
ヲ
述
テ
人
々
学
上
易
キ
ー
一
至
ラ
シ
ム
ル
ハ
奇
児
一
一
ア
リ
予
微

カ
ヲ
計
ラ
ズ
シ
テ
是
ガ
解
ヲ
作
テ
本
文
中
ナ
ル
難
題
ヲ
読
ム
ノ
張
本
ト
ス

ル
者
上
巻
コ
レ
ナ
リ
云
々
○
混
沌
分
判
説
〈
古
今
特
見
と
て
識
者
間
賞
嘆

一

一

九
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せ
ら
る
人
者
（
後
略
）
（
東
和
二
年
の
条
）

以
上
の
記
事
は
『
暦
象
新
書
』
の
例
言
か
ら
一
、
一
一
を
引
用
し
、
ま
た
各

章
節
の
標
題
を
列
記
し
、
き
わ
め
て
簡
単
な
解
説
を
加
え
る
な
ど
し
て
い

る
。
こ
れ
は
堪
大
な
史
料
に
基
づ
く
記
述
が
豊
富
に
盛
ら
れ
て
い
る
『
新
撰

（
５
）

洋
学
年
表
の
特
徴
で
も
あ
っ
て
、
後
の
研
究
の
手
引
と
な
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
伝
記
的
研
究
の
結
果
は
、
他
の
観
点
か
ら
の
研
究
に
材
料
を
提

供
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
家
伝
の
伝
説
と
書
籍
解
題
的
記
事
を
わ
れ
わ
れ
に

与
え
た
大
槻
氏
一
族
の
功
績
は
、
『
暦
象
新
書
』
の
研
究
史
に
お
い
て
も
高

く
評
価
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
と
ほ
ぼ
同
じ
傾
向
を
持
つ
も
の
に
古
賀
十
二
郎
、
岡
村
千
曳
が
あ

る
。
こ
れ
ら
の
人
々
の
文
に
は
大
槻
一
族
の
そ
れ
の
よ
う
に
話
の
持
つ
お
も

し
ろ
さ
は
な
い
が
、
確
実
な
史
料
に
基
づ
い
た
手
堅
さ
が
感
じ
ら
れ
る
の
で

あ
る
。
特
に
古
賀
は
特
筆
さ
れ
て
よ
い
。

古
賀
氏
は
長
崎
の
地
方
史
家
で
あ
る
が
、
蘭
学
史
学
者
と
伍
し
て
ひ
け
を

（
６
）

と
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
『
西
洋
医
術
伝
来
史
』
や
『
長
崎
市
史
洋
学
篇
』
な

ど
名
著
と
し
て
有
名
で
あ
る
。
大
正
十
五
年
四
月
に
『
長
崎
と
海
外
文
化
』

が
刊
行
さ
れ
た
が
、
そ
れ
は
当
時
の
長
崎
市
長
錦
織
幹
の
こ
と
ば
に
よ
れ
ば

長
崎
市
史
を
簡
約
に
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
上
編
は
永
山
時
英
の
筆
に
よ
る

も
の
で
あ
る
が
、
下
編
は
古
賀
氏
に
よ
り
執
筆
さ
れ
総
数
九
四
頁
語
学
・
天

文
学
・
医
学
・
博
物
学
・
物
理
化
学
其
他
・
気
象
観
測
・
写
真
・
印
刷
・
工

芸
・
特
殊
な
る
行
事
・
卓
歌
料
理
其
他
・
長
崎
料
理
と
菓
子
の
十
二
章
を

含
ん
で
い
る
。
そ
し
て
天
文
学
の
章
で
長
崎
に
於
け
る
天
文
学
の
発
達
、
本

木
仁
太
夫
の
業
績
を
述
べ
た
後
で

志
筑
忠
雄
は
天
明
二
年
に
著
せ
る
万
国
管
窺
蝿
轤
輌
癖
鰄
糊
に
於
て
ニ
ュ
ー

法
政
史
学
第
二
十
五
号

ト
ン
の
学
説
に
触
れ
、
尋
い
で
寛
政
よ
り
享
和
へ
か
け
て
暦
象
新
書
を
発

表
し
た
。
そ
し
て
そ
の
著
述
に
於
て
星
気
説
を
述
べ
て
ゐ
る
が
、
そ
の
学

説
は
泰
西
の
天
文
学
者
ラ
プ
ラ
ー
ス
や
哲
学
者
カ
ン
ト
な
ど
の
星
気
説
と

併
せ
称
す
べ
き
も
の
で
実
に
徳
川
時
代
に
於
け
る
日
本
理
学
界
の
誇
り
と

す
べ
き
も
の
で
あ
る
。

な
ほ
志
筑
氏
は
日
本
数
学
、
物
理
及
び
語
学
の
歴
史
に
於
て
も
特
筆
す

べ
き
人
物
で
あ
っ
た
。
前
記
著
述
の
外
四
紙
図
説
、
求
力
論
、
三
角
提
要

秘
算
、
八
円
儀
、
奇
児
伝
日
蝕
絵
算
等
を
挙
げ
て
お
き
た
い
。
（
中
略
）

本
木
志
筑
両
氏
の
開
拓
に
よ
り
て
爾
後
日
本
の
天
文
学
は
著
し
く
進
歩
し

た
。
し
か
し
長
崎
に
於
て
は
、
爾
後
両
氏
に
比
べ
て
遜
色
な
き
天
文
学
は

（
７
）

現
れ
な
か
っ
た
や
う
で
あ
る
。

と
述
べ
て
、
志
筑
が
日
本
科
学
史
上
重
要
な
人
物
で
あ
る
こ
と
を
説
い
た

が
、
ま
た
『
西
洋
学
家
訳
述
目
鍾
嘉
永
五
年
．
『
新
撰
祥
学
年
害
の
い

ず
れ
に
も
現
わ
れ
な
か
っ
た
『
万
国
管
窺
』
、
『
四
縦
図
説
』
、
『
’
一
一
角
提
要

秘
算
』
の
存
在
が
説
か
れ
た
こ
と
は
注
目
に
価
す
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
更

に
充
実
し
た
も
の
を
わ
れ
わ
れ
は
、
昭
和
十
八
年
雑
誌
『
科
学
朝
日
』
一
月

号
の
〃
志
筑
忠
雄
〃
に
見
出
す
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
古
賀
氏
は
、
理
学
者
と

し
て
の
志
筑
に
つ
い
て
家
系
・
生
涯
、
学
統
、
『
暦
象
新
書
』
を
は
じ
め
と

す
る
十
種
の
著
訳
の
解
題
、
門
弟
の
各
項
に
つ
い
て
欽
述
し
て
い
る
が
、

当
時
ま
で
の
彼
の
研
究
が
よ
く
整
理
さ
れ
ほ
と
ん
ど
完
全
に
近
い
形
で
提
出

さ
れ
て
い
る
。
し
か
も
大
槻
如
電
や
後
述
す
る
板
沢
武
雄
・
林
鶴
一
両
氏
の

諸
研
究
を
も
含
め
た
そ
れ
ま
で
の
研
究
に
は
見
ら
れ
な
い
新
事
実
や
新
見
解

を
確
実
な
史
料
に
基
づ
い
て
述
べ
て
い
る
。
そ
の
若
干
を
挙
げ
れ
ば
『
暦
象

新
書
』
中
編
下
巻
の
記
事
に
基
づ
い
て
、
志
筑
が
光
学
書
を
某
氏
か
ら
借
用

○
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閲
覧
し
た
こ
と
、
ケ
イ
ル
原
本
の
諸
版
に
つ
い
て
記
し
た
こ
と
、
『
暦
象
新

書
』
の
吉
村
迂
斎
に
よ
る
序
文
（
古
賀
氏
執
筆
当
時
現
存
し
た
も
の
で
現
在

は
所
在
不
明
）
と
南
部
処
士
芳
沢
武
卿
の
序
文
に
相
違
が
あ
る
こ
と
、
『
万

国
管
窺
』
の
記
事
に
よ
り
天
明
二
年
に
は
既
に
ケ
イ
ル
全
書
を
読
ん
で
い
た

こ
と
、
『
火
器
発
法
伝
』
は
ケ
イ
ル
全
書
第
十
六
巻
中
に
在
る
も
の
を
訳
し

た
も
の
で
あ
る
一
」
と
等
で
あ
る
。
更
に
昭
和
四
十
一
年
刊
行
の
「
長
崎
洋
学

史
」
上
巻
に
お
い
て
、
〃
志
筑
忠
雄
及
び
其
著
述
〃
。
〃
志
筑
忠
雄
の
門
人
〃

の
項
を
設
け
、
そ
の
生
涯
・
箸
訳
書
・
門
人
と
志
筑
の
影
響
に
つ
い
て
三
十

頁
に
わ
た
っ
て
実
証
的
に
ま
た
詳
細
に
述
べ
た
。
こ
れ
は
、
現
状
に
あ
っ
て

は
志
筑
研
究
の
出
発
点
と
も
な
る
べ
き
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
記
事
の

中
で
『
万
国
管
窺
』
『
計
意
留
求
力
論
』
『
火
器
発
法
伝
』
『
八
円
儀
』
『
暦
象

新
書
』
『
鎖
国
論
』
『
暦
象
必
備
』
な
ど
十
六
種
の
著
作
の
解
題
に
注
目
す
べ

き
で
あ
ろ
う
。

古
賀
の
業
績
と
は
別
な
事
実
を
加
え
た
者
は
岡
村
千
曳
氏
で
あ
る
。
岡
村

は
、
昭
和
二
十
五
年
九
月
『
早
稲
田
学
報
』
復
刊
第
四
巻
第
八
号
に
載
せ
た

（
９
）

〃
西
詩
邦
訳
の
濫
膓
〃
と
い
う
論
文
の
中
で
、
志
筑
の
ラ
テ
ン
詩
漢
訳
と

『
蘭
詩
作
法
』
を
紹
介
し
た
。
前
者
に
つ
い
て
は

ケ
ン
ペ
ル
の
「
日
本
志
」
鋪
三
巻
の
末
に
「
日
本
と
対
外
貿
易
」
と
題
し

鎖
国
の
可
否
を
論
じ
た
一
意
が
あ
る
。
こ
れ
を
享
和
元
年
に
志
筑
忠
雄
の

翻
訳
し
た
も
の
が
「
鎖
国
論
」
と
し
て
世
に
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
中
に

羅
甸
詩
二
行
の
訳
が
見
え
て
い
る
。
原
文
は
ヴ
ィ
ル
ギ
リ
ウ
ス
の
農
事
詩

買
の
①
。
且
。
の
：
第
一
篇
よ
り
引
用
し
た
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

国
旨
の
の
、
の
〔
の
の
》
】
一
一
一
○
ぐ
の
ロ
百
口
［
【
の
一
一
Ｏ
旨
印
ご
く
囚
の

閂
ロ
」
冨
日
葺
一
斤
同
ワ
員
》
目
○
一
］
の
い
の
ロ
ロ
日
ゴ
ロ
日
の
回
す
：

『
暦
象
新
書
』
お
よ
び
志
筑
忠
雄
の
研
究
史
日
（
大
森
）

此
有
饒
禾
稼
彼
有
美
蒲
萄

印
度
出
象
牙
沙
巴
産
名
香
鉗
迦

（
中
略
）
訳
者
（
志
筑
を
指
す
大
森
註
）
は
こ
の
詩
に
注
し
て
、
訳
詩
の

前
二
句
、
即
ち
原
文
第
一
行
は
「
古
の
詩
人
ヒ
リ
ギ
リ
ュ
ス
が
語
に
本
づ

け
り
と
見
え
た
り
」
と
言
っ
て
い
る
。
恐
ら
く
彼
が
翻
訳
の
際
に
参
考
し

た
ヌ
ラ
ー
ル
ト
の
羅
甸
書
中
に
ヴ
ィ
ル
ギ
リ
ウ
ス
の
句
と
し
て
引
用
さ
れ

（
Ⅲ
）

て
あ
る
の
を
見
て
、
こ
れ
を
知
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

と
述
べ
、
後
者
に
つ
い
て
は
、
伊
達
重
村
夫
人
の
還
暦
を
祝
う
た
め
に
当
時

長
崎
に
留
学
中
の
大
槻
平
泉
が
玄
沢
の
指
唆
の
下
に
、
何
か
の
賀
詞
を
献
げ

よ
う
と
し
て
師
の
志
筑
忠
雄
に
相
談
し
、
そ
の
周
旋
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
平

泉
筆
『
三
国
祝
章
』
の
目
次
中
に
、

蘭
詩
作
法
大
日
本
長
崎
”
和
柵
志
築
忠
雄

と
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
こ
の
部
分
と
他
の
一
一
一
枚
の
挿
絵
と
は
脱
落
し
て
白

紙
と
な
っ
て
い
る
た
め
に
内
容
不
明
で
あ
る
が
、
稿
本
末
に
あ
る
平
泉
の
、

〃
論
三
国
歌
詩
体
制
異
同
〃
か
ら
志
筑
の
説
の
一
端
を
窺
こ
と
が
で
き
る
と

し
て
い
る
。
岡
村
は
こ
れ
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
解
説
し
て
い
る
。

次
に
大
槻
清
準
即
ち
平
泉
の
「
論
三
国
歌
詩
体
制
異
同
」
と
題
す
る
一
文
の

大
意
を
紹
介
す
る
。
原
文
は
漢
文
で
頗
る
難
解
の
も
の
で
あ
る
。
（
中
略
）

〔
大
意
〕
和
蘭
の
詩
に
は
数
体
あ
る
。
私
は
そ
の
一
を
志
築
忠
雄
に
聞

い
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
句
（
旨
の
の
意
味
）
は
、
音
節
か
ら
成
っ
て
い

る
。
音
節
は
字
を
結
合
し
て
出
来
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
音
節
を

整
え
て
句
が
成
り
立
つ
。
句
に
は
、
十
一
一
一
音
節
の
も
の
と
十
二
音
節
の

も
の
が
あ
る
。
上
二
句
十
一
一
一
音
節
、
下
二
句
十
一
一
音
節
の
詩
を
豪
傑
体

（
己
の
］
す
の
□
＆
巴
Ⅱ
底
の
Ｈ
ｏ
－
ｏ
己
・
の
目
）
と
呼
ぶ
。
こ
れ
が
普
通
で
あ
る

一一一
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が
、
或
は
音
節
の
多
い
方
の
二
句
を
分
っ
て
そ
の
間
に
音
節
の
少
い
二

句
を
置
く
こ
と
も
あ
る
。

ま
た
聞
く
所
に
よ
る
と
、
音
節
に
は
長
と
短
が
あ
る
。
長
音
節
と
短

音
節
と
を
合
せ
た
も
の
を
一
尺
（
韻
脚
ま
た
は
音
歩
の
意
味
）
と
い
ひ
、

六
尺
は
こ
れ
を
押
韻
句
（
の
日
己
の
ぐ
の
『
の
）
と
呼
ぶ
。
六
尺
有
半
は
帯
韻

（
ｕ
）

句
（
の
］
の
⑦
己
の
ｐ
ｑ
の
ぐ
の
『
の
）
と
い
は
れ
る
。

こ
う
し
て
志
筑
は
ラ
テ
ン
詩
邦
訳
の
最
初
と
し
て
の
名
誉
を
担
う
こ
と
と

な
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
岡
村
氏
が
『
暦
象
新
書
』
下
編
の
完
成
を
享
和
二

（
旧
）

年
と
せ
ず
享
和
三
年
と
す
る
こ
と
は
、
そ
れ
を
裏
付
け
る
史
料
が
あ
る
こ
と

と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
根
拠
に
つ
い
て
私
は
未
知
で
あ
る
。

現
在
に
お
い
て
は
、
本
節
で
述
べ
て
き
た
よ
う
な
研
究
の
方
向
を
進
め
て

き
た
者
は
、
古
賀
氏
門
下
渡
辺
庫
輔
氏
と
神
田
茂
氏
で
あ
る
。

昭
和
三
十
二
年
渡
辺
氏
の
『
阿
蘭
陀
通
詞
志
筑
氏
事
略
』
が
出
版
さ
れ
た

が
、
本
書
は
『
阿
蘭
陀
通
詞
本
木
氏
事
略
』
『
阿
蘭
陀
通
詞
楢
林
氏
事
略
』

『
阿
蘭
陀
通
詞
加
福
氏
事
略
』
と
並
ん
で
、
オ
ラ
ン
ダ
通
詞
諸
家
に
関
す
る

精
細
な
研
究
の
一
つ
で
あ
る
。
全
七
二
頁
中
三
十
五
頁
を
費
し
て
志
筑
忠
次

郎
（
忠
雄
）
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
そ
の
文
は
、
生
涯
と
著
作
の
解
題
・

生
没
年
・
門
弟
に
分
か
れ
る
が
、
著
作
解
題
が
も
っ
と
も
長
い
。
そ
こ
に
は

江
戸
時
代
の
史
料
の
他
に
明
治
期
の
狩
野
論
文
以
後
お
よ
そ
志
筑
に
つ
い
て

触
れ
た
文
章
が
す
べ
て
網
羅
摘
記
さ
れ
て
い
る
と
い
っ
て
も
言
い
過
ぎ
で
は

な
く
、
渡
辺
の
所
蔵
書
に
基
く
記
述
と
一
体
に
な
っ
て
い
る
。
渡
辺
は
こ
の

著
書
に
よ
り
二
十
四
種
の
志
筑
の
著
作
を
紹
介
し
、
二
十
一
種
を
解
説
し

た
。
そ
の
中
に
は
彼
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
紹
介
さ
れ
た
『
鈎
股
新
編
』
が
含

（
旧
）

ま
れ
て
い
る
。

法
政
史
学
第
二
十
五
号

神
田
氏
は
、
昭
和
三
十
六
年
四
月
に
行
わ
れ
た
蘭
学
資
料
研
究
会
の
席
上
、

（
ｕ
）

〃
士
心
筑
忠
雄
の
箸
訳
書
〃
と
題
し
て
研
究
発
表
を
行
い
、
各
種
の
目
録
を
調

査
し
た
結
果
を
整
理
し
て
志
筑
の
著
作
三
十
種
を
挙
げ
て
お
の
お
の
に
つ
い

て
、
所
在
、
簡
単
な
内
容
・
成
稿
年
月
な
ど
を
解
説
し
、
そ
れ
ら
を
天
文
十

一
一
一
種
、
語
学
五
種
、
地
理
四
極
、
数
学
四
極
、
兵
学
二
種
、
雑
二
種
に
分
類

し
た
。
そ
し
て
そ
れ
ら
三
十
種
の
箸
訳
書
の
中
著
作
年
代
の
不
明
の
も
の
十

二
種
、
内
容
不
明
の
も
の
五
種
を
指
摘
し
た
。

こ
の
渡
辺
・
神
田
両
氏
の
二
論
文
は
、
今
後
の
志
筑
研
究
に
際
し
て
は
つ

ね
に
研
究
手
引
と
し
て
参
考
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

こ
の
他
、
新
し
い
史
料
や
新
見
解
は
含
ん
で
い
な
い
が
、
森
銑
三
氏
の
〃
独

（
脂
）

力
で
星
雲
説
を
唱
え
た
物
理
学
者
中
野
柳
圃
〃
は
、
志
筑
忠
雄
と
い
う
人
物

を
一
般
人
に
知
ら
せ
る
点
で
は
大
き
な
役
割
を
果
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

以
上
記
し
て
き
た
よ
う
に
、
志
筑
忠
雄
の
伝
記
的
研
究
は
着
実
な
発
展
を

遂
げ
て
き
た
が
、
こ
れ
と
同
じ
く
実
証
的
な
手
堅
さ
を
持
ち
な
が
ら
も
日
本

史
の
一
環
と
し
て
の
蘭
学
史
と
い
う
観
点
か
ら
、
志
筑
を
日
本
史
上
に
位
置

づ
け
る
観
点
が
昭
和
初
頭
か
ら
起
き
て
く
る
。
こ
れ
は
文
化
史
的
あ
る
い
は

思
想
史
的
考
察
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
先
頭
を
き
る
も
の
は
板
沢
武

雄
氏
で
あ
る
。
オ
ラ
ン
ダ
留
学
を
終
え
て
昭
和
四
年
に
帰
朝
し
た
板
沢
氏
は
、

昭
和
七
年
〃
蘭
学
の
意
義
と
蘭
学
創
始
に
関
す
る
二
一
一
一
の
問
題
川
と
い
う
論

文
を
『
歴
史
地
理
』
誌
上
に
四
回
に
わ
た
っ
て
連
載
し
た
。
こ
の
論
文
は
、

日
本
と
オ
ラ
ン
ダ
両
側
の
史
料
を
豊
富
に
駆
使
し
て
、
蘭
学
を
ま
ず
南
蛮
学

（
蛮
学
）
・
洋
学
か
ら
区
別
し
、
そ
の
内
容
を
、
Ⅲ
医
学
・
本
草
学
、
②
天

二
、
文
化
史
的
研
究

一

一

一
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文
学
・
暦
学
・
地
理
学
、
③
兵
学
に
分
け
て
そ
れ
ぞ
れ
の
発
達
を
論
じ
た
。

そ
の
文
中
四
箇
所
に
志
筑
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
が
、
当
然
志
筑
の
業
績
の

み
を
論
じ
て
い
る
の
で
は
な
い
。

ま
ず
蘭
学
の
意
義
を
論
じ
て
、
蘭
学
と
は
、
〃
解
体
新
書
形
体
名
目
編
を

翻
訳
せ
ら
れ
た
会
業
の
時
Ｃ
七
七
一
’
一
七
七
四
）
に
新
に
つ
く
り
出
し

（
脳
）

た
新
名
で
あ
っ
た
〃
と
し
、
長
崎
が
西
洋
学
術
研
究
の
淵
ま
で
は
あ
っ
た
が
、

そ
の
担
い
手
和
蘭
通
詞
の
本
職
は
通
訳
・
貿
易
官
に
あ
り
学
問
は
そ
の
職
務

に
随
伴
し
た
余
技
又
は
副
職
で
あ
っ
て
、
そ
の
一
例
と
し
て
志
筑
を
あ
げ
、

『
暦
象
新
書
』
の
凡
例
中
か
ら
〃
子
は
一
筒
の
舌
人
也
し
の
み
な
れ
ば
、
僅

に
書
蘭
の
大
意
を
解
す
る
こ
と
を
得
れ
ど
も
、
浅
学
薄
聞
、
和
漢
の
典
籍
に

暗
け
れ
ば
如
何
に
し
て
天
学
の
何
物
た
る
こ
と
を
知
る
に
足
ら
ん
や
〃
の
文

を
引
用
し
て
、
志
筑
の
学
殖
の
豊
富
さ
を
た
た
え
な
が
ら
も
結
局
通
詞
家
の

学
問
は
〃
舌
人
の
学
問
〃
で
あ
り
、
未
だ
専
門
家
に
よ
る
本
狢
的
な
も
の
で

（
田
）

は
な
い
と
し
て
い
る
。
こ
の
引
用
は
例
証
と
し
て
や
や
不
適
当
の
感
も
あ
る

が
、
と
に
か
く
に
板
沢
氏
は
本
格
純
正
の
蘭
学
成
立
は
、
江
戸
に
於
け
る
解

体
新
書
翻
訳
に
あ
る
と
す
る
。

次
に
本
草
学
の
発
達
を
記
し
た
中
に
、
宇
田
川
椿
蓄
訳
『
植
学
啓
原
』

（
天
保
四
年
）
の
首
部
に
あ
る
学
問
の
分
類
を
説
明
し
て
い
る
文
中
、
費
西

加
己
亘
巴
８
の
一
例
と
し
て

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

志
筑
忠
雄
の
暦
象
新
書
（
寛
政
十
年
）
は
先
づ
邦
人
の
手
に
な
っ
た
物
理

、
、
、
、

【
旧
）

書
の
最
初
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
（
傍
点
は
大
森
）

と
述
べ
、
『
暦
象
新
書
』
に
つ
い
て

○
罠
・
ａ
大
学
の
天
文
学
教
授
英
人
］
・
冨
口
【
の
筥
の
原
著
を
蘭
訳
し
た

旨
］
の
】
ｓ
ｐ
ｍ
の
［
。
【
Ｑ
①
三
四
口
『
の
ｚ
ロ
目
色
『
‐
の
ロ
の
〔
①
月
の
丙
ロ
ロ
ニ
の
Ｃ
ｍ
Ｑ
の
Ｚ
四
目
ｐ
Ｈ

『
暦
象
新
書
』
お
よ
び
志
筑
忠
雄
の
研
究
史
ロ
（
大
森
）

（
山
）

の
ロ
の
〔
の
月
の
‐
尻
目
＆
ぬ
の
㈲
の
、
の
①
ロ
・
㈲
の
昼
の
ロ
」
『
筐
を
抄
訳
し
て
、
そ
れ

に
自
説
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。

と
註
し
た
。
こ
こ
に
お
い
て
、
日
本
で
初
め
て
暦
象
新
書
の
蘭
語
原
本
が
紹

介
さ
れ
た
。

第
三
に
天
文
学
・
暦
学
の
発
達
を
論
じ
て
、
長
崎
に
来
航
す
る
蘭
船
に
よ

り
輸
入
さ
れ
た
天
文
関
係
の
書
籍
・
機
械
類
さ
ら
に
そ
れ
に
附
随
し
た
数
学

の
輸
入
に
関
し
て
次
の
よ
う
に
記
し
た
。

蘭
船
仁
よ
り
て
輸
入
さ
れ
た
天
文
に
関
す
る
書
籍
機
械
類
は
注
文
書
の
残

り
を
見
て
も
中
々
多
数
に
上
る
。
天
文
関
係
書
籍
に
つ
い
て
は
東
北
帝
国

大
学
所
蔵
本
（
省
略
）
に
つ
い
て
、
理
学
博
士
林
鶴
一
氏
が
ア
ム
ス
テ
ル

ダ
ム
の
数
学
学
会
紀
要
（
こ
の
冒
「
シ
【
、
三
の
【
ぐ
。
。
『
三
三
ｍ
盲
目
の
）
に
一

九
○
五
年
に
寄
書
さ
れ
た
も
の
が
あ
る
。

目
・
国
ロ
ョ
ロ
の
冨
坤
シ
一
一
の
庁
○
ｍ
の
○
日
の
Ｑ
員
ｎ
画
口
印
可
○
口
○
日
】
０
口
］
誤
「
。
『
丙
の
旨
８

首
ご
四
目
坤
○
日
国
○
一
一
四
口
Ｑ
・

我
が
国
天
文
学
の
発
達
史
上
前
に
述
べ
た
志
筑
忠
雄
の
暦
象
新
書
は
ケ
ー

（
帥
）

ル
の
原
著
の
一
少
部
分
の
訳
述
と
は
い
へ
注
目
す
べ
き
著
作
で
あ
る
。

西
洋
流
の
天
文
・
暦
学
の
断
片
的
知
識
で
は
な
く
、
ほ
ん
と
う
の
研
究

が
案
外
後
れ
て
は
じ
め
ら
れ
た
と
同
様
に
、
西
洋
数
学
の
研
究
も
時
代
が

案
外
下
る
よ
う
で
あ
る
。
前
に
度
戈
引
用
し
た
志
筑
忠
雄
の
暦
象
新
書
下ケ
ｆ
ル

巻
の
算
法
の
条
に
「
一
二
角
算
は
暦
算
全
書
に
詳
な
れ
ど
』
も
、
子
が
伝
る
所

ニ
ウ
ト
ン

は
、
奇
児
の
一
二
角
算
、
尼
通
の
直
求
正
弦
法
、
捻
梓
繭
の
五
件
、
伝
屋
爾

夫
の
三
角
対
数
表
あ
り
」
と
あ
る
な
ど
は
、
西
洋
数
学
の
伝
来
を
老
ふ
る

へ
皿
）

上
に
見
の
が
す
こ
と
の
出
来
な
い
文
献
の
一
つ
で
あ
ろ
う
。

（
犯
）

こ
れ
ら
の
絞
述
は
、
昭
和
八
年
刊
行
の
『
蘭
学
の
発
達
』
の
中
で
語
学
研
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究
な
ど
志
筑
の
別
方
面
の
業
績
に
関
す
る
記
事
と
一
体
と
な
り
、
次
の
よ
う

に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち

同
じ
く
通
詞
出
身
の
志
筑
忠
雄
（
中
野
柳
圃
）
の
業
績
で
あ
る
。
彼
は
享

保
十
年
生
れ
、
本
姓
中
野
、
忠
雄
・
忠
次
郎
は
そ
の
俗
称
で
あ
る
。
阿
蘭

陀
通
詞
志
築
孫
次
郎
の
養
子
と
な
り
、
安
永
五
年
稽
古
通
詞
を
拝
命
し
た

が
、
翌
年
病
身
の
故
を
も
っ
て
職
を
退
き
、
後
故
あ
っ
て
志
筑
家
を
去
り
、

中
野
を
称
し
、
専
ら
英
人
ケ
ー
ル
］
・
目
尻
の
筥
の
天
文
書
の
蘭
訳
に
つ

い
て
研
究
し
、
苦
辛
研
修
二
十
余
年
に
し
て
「
暦
象
新
書
」
の
訳
述
を
完

成
し
、
文
化
三
年
七
月
そ
の
段
す
る
ま
で
に
鎖
国
論
そ
の
他
貴
重
な
る
業

績
を
過
し
、
大
槻
玄
沢
を
し
て
、
そ
の
箸
「
蘭
訳
梯
航
」
中
に
、
和
蘭
通

詞
と
い
う
も
の
あ
り
て
よ
り
古
今
一
人
と
い
う
べ
し
と
讃
歎
せ
し
め
た
人

物
で
あ
る
。
彼
が
蘭
文
の
天
文
書
研
究
中
に
オ
ラ
ン
ダ
語
に
語
格
・
詞
品

の
あ
る
こ
と
に
着
目
し
、
六
格
・
九
品
に
区
別
し
て
一
つ
の
文
法
書
を
作

り
、
和
蘭
詞
品
考
と
題
し
た
。
六
格
と
は
、
能
格
・
領
格
・
得
格
・
任
格

・
聴
格
・
失
格
を
い
う
。
九
品
と
は
、
発
声
詞
・
静
詞
・
代
名
詞
・
動
詞

・
動
静
詞
・
形
動
詞
・
連
属
詞
・
所
在
詞
・
歎
息
詞
を
い
う
。
彼
は
詞
品

（
羽
）

考
を
浸
り
に
人
に
示
さ
な
か
っ
た
。

と
蘭
語
文
法
の
自
得
を
の
べ
、
ま
た
別
の
箇
所
で
は
北
島
見
信
・
西
川
如
見

の
天
文
・
地
理
研
究
を
技
し
た
あ
と
で
、

そ
の
後
吉
雄
幸
作
・
本
木
栄
之
進
（
仁
太
夫
）
等
に
も
天
文
学
・
暦
学
に
関

す
る
著
述
が
あ
る
が
、
志
筑
忠
雄
（
中
野
柳
刷
）
の
「
暦
象
新
書
」
が
断
然

他
を
圧
す
る
存
在
で
あ
る
。
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
天
文
学
教
授
ヨ
ハ

ン
ヶ
ー
ル
の
天
文
書
（
一
七
○
○
年
成
ラ
テ
ン
文
）
を
ベ
ル
リ
ン
王
立
学
士

院
会
員
で
、
ラ
イ
デ
ン
大
学
の
天
文
・
数
学
の
教
授
で
あ
っ
た
ヨ
ハ
ン
。

法
政
史
学
第
二
十
五
号

ル
ロ
フ
ス
］
・
冨
口
門
已
＆
の
が
蘭
訳
し
て
、
一
七
四
一
年
に
ラ
イ
デ
ン
に

お
い
て
刊
行
し
た
も
の
に
拠
っ
た
の
で
あ
る
。
志
筑
の
暦
象
新
書
は
こ
の

一
部
分
の
訳
述
で
あ
る
が
、
単
な
る
翻
訳
で
は
な
く
実
に
二
十
年
の
辛
苦

研
究
の
末
に
成
っ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
上
篇
は
実
動
の
体
を
論
じ
、

地
動
説
を
論
じ
、
寛
政
十
年
六
月
に
成
り
、
中
篇
は
実
動
の
理
を
論
じ
、

衆
動
の
一
貫
を
説
く
、
寛
政
十
二
年
十
月
に
成
る
。
下
篇
は
求
心
常
経
説

・
混
沌
分
判
説
を
含
永
、
享
和
二
年
十
月
に
成
る
。
下
巻
算
法
の
条
に
は

「
一
一
一
角
算
は
暦
算
全
書
に
詳
な
れ
ど
も
、
子
が
伝
る
所
は
、
奇
児
（
【
囚
一
一
）

の
一
一
一
角
算
、
尼
通
（
ｚ
の
ミ
８
口
）
の
直
求
正
絃
法
、
捻
辞
爾
（
ｚ
の
口
の
Ｈ
）

の
五
件
、
伝
屋
爾
夫
の
三
角
対
数
表
」
あ
り
と
あ
る
な
ど
、
彼
の
西
洋
科

（
別
）

学
研
究
の
用
一
息
の
周
到
さ
と
そ
の
学
殖
の
深
さ
を
窺
う
に
足
る
。

と
志
筑
の
科
学
研
究
を
紹
介
し
た
。
こ
の
論
文
と
〃
蘭
学
の
意
義
と
創
始
に

関
す
る
一
一
三
の
問
題
〃
と
に
於
い
て
述
べ
ら
れ
た
事
項
、
す
な
わ
ち
Ⅲ
『
暦

象
新
書
』
が
邦
人
の
手
に
な
っ
た
最
初
の
物
理
書
で
あ
ろ
う
と
し
た
こ
と
、

②
天
文
学
史
上
・
数
学
史
上
の
重
要
さ
の
指
摘
、
側
『
暦
象
新
書
』
の
地
動

説
、
側
、
同
書
の
蘭
語
原
本
の
決
定
等
は
、
同
様
の
論
旨
を
概
括
的
に
述

べ
た
古
賀
氏
の
文
が
地
方
出
版
で
あ
っ
た
の
に
反
し
、
中
央
の
学
会
機
関
誌

に
発
表
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
日
本
史
家
に
与
え
た
影
響
は
大
き
い
も
の
が
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
漸
く
日
本
史
学
界
に
蘭
学
史
研
究
の
本
格
的
成
立
が
訪

れ
よ
う
と
す
る
当
時
に
あ
っ
て
、
志
筑
忠
雄
・
『
暦
象
新
書
』
に
つ
い
て
総

括
的
記
事
が
見
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
『
暦
象
新
書
』
は
多
く
の
問
題
点
を
持
つ
こ
と
が
板
沢

氏
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
な
が
ら
、
そ
れ
以
後
は
し
だ
い
に
地
動
説
の
輸
入
と

そ
の
思
想
性
に
関
し
て
の
ゑ
云
々
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
し
て
そ
の
傾
向

１ｍ
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は
現
在
に
於
い
て
も
大
き
く
変
わ
ら
な
い
と
言
っ
て
も
よ
い
の
で
は
な
か
ろ

う
か
。

昭
和
十
六
年
発
表
の
板
沢
氏
の
論
文
〃
江
戸
時
代
に
お
け
る
地
動
説
の
展

開
と
そ
の
反
動
〃
は
、
日
本
に
お
け
る
地
動
説
の
移
植
・
発
展
と
そ
れ
に
対

す
る
仏
教
徒
か
ら
の
反
対
運
動
を
述
べ
て
い
る
が
、
Ⅲ
中
世
に
お
け
る
日
本

人
の
天
文
学
的
常
識
②
耶
蘇
会
宣
教
師
の
伝
え
た
西
洋
天
文
学
説
③
西

洋
地
動
説
の
解
説
者
凶
釈
円
通
の
梵
暦
運
動
の
四
節
か
ら
成
っ
て
い

る
。
第
一
一
節
に
お
い
て
は
南
蛮
学
統
に
よ
る
西
洋
天
文
説
は
天
動
説
で
あ
っ

た
こ
と
を
指
摘
し
、
第
一
一
一
節
に
お
い
て
本
木
良
永
、
志
筑
忠
雄
の
業
績
を
、

一
一
一
校
博
音
校
訂
『
星
術
木
原
太
陽
窮
理
了
解
新
制
天
地
一
一
球
用
法
記
』
・
松

平
家
所
蔵
の
オ
ラ
ン
ダ
原
書
．
同
じ
く
『
新
制
天
地
一
一
球
用
法
記
』
七
冊
中

の
六
冊
・
板
沢
氏
所
蔵
の
『
暦
象
新
書
』
の
原
本
・
『
暦
象
新
書
』
な
ど
の

根
本
史
料
に
遡
っ
て
検
討
し
た
結
果
、

本
木
良
永
と
志
筑
忠
雄
と
は
江
戸
時
代
に
お
け
る
地
動
説
の
開
拓
者
で
あ

り
、
真
の
意
味
の
解
説
者
で
あ
っ
て
、
世
人
の
好
ん
で
云
々
す
る
司
馬
江

漢や山片蟠桃など馴茄木・志筑の説の普及者であり信者である
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。

山
片
蟠
桃
の
「
夢
の
代
」
巻
一
に
暦
象
新
書
天
体
論
と
同
文
の
箇
所
が
あ

（
妬
）

る
。

こ
と
を
指
摘
し
、
本
木
の
『
新
制
天
地
二
球
用
法
記
』
の
原
本
は

シ
＆
日
の
贄
の
妙
の
『
○
口
□
の
ロ
ロ
の
円
の
［
回
国
の
ロ
丙
ロ
ロ
○
の
》
ぬ
の
］
の
、
Ｑ
旨
げ
の
庁
困
Ｃ
ｐ
ｐ
の
’

⑪
庁
の
］
い
の
］
す
の
ぐ
四
二
『
【
ぬ
の
日
：
再
冒
の
の
ロ
ワ
の
⑩
＆
『
］
ぐ
旨
、
ぐ
・
》
【
日
：
百
の
］

の
□
ぬ
の
す
【
巳
丙
ロ
・
己
の
ロ
ゴ
の
彦
の
日
の
一
‐
ｍ
ｐ
ｐ
ｐ
ａ
‐
、
一
・
ヶ
の
Ｐ
三
・
：
ロ
ョ
の
烏
・

ぐ
・
国
○
○
の
ぐ
・
缶
目
印
庁
の
一
・
シ
日
い
［
・
ヨ
ヨ
つ

『
暦
象
新
書
』
お
よ
び
志
筑
忠
雄
の
研
究
史
日
（
大
森
）

で
あ
る
と
推
定
し
畑
）
こ
の
論
文
は
本
木
使
用
の
オ
ラ
ン
ダ
原
本
を
推
定
し
、

一
般
に
司
馬
江
漢
や
山
片
蟠
桃
が
地
動
説
の
創
唱
老
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
て

い
た
こ
と
を
訂
正
し
て
本
木
・
志
筑
を
正
し
く
位
置
づ
け
た
も
の
で
、
こ
れ

ら
の
所
説
は
、
昭
和
九
年
の
〃
鎖
国
お
よ
び
「
鎖
国
論
」
に
つ
い
て
〃
と
い

う
論
文
で
〃
鎖
国
の
語
が
志
筑
忠
雄
の
鎖
国
論
で
始
め
て
使
用
さ
れ
た
〃
と

い
う
指
摘
と
と
も
に
、
そ
の
後
長
く
日
本
史
家
に
継
承
さ
れ
て
い
る
。
そ
の

例
を
杉
本
勲
『
洋
学
』
（
『
新
講
大
日
本
史
』
ｕ
昭
和
十
五
年
）
蝿
Ⅶ
じ
め

と
す
る
講
座
類
や
、
同
〃
天
動
説
か
ら
地
動
説
へ
〃
昭
和
二
十
四
年
、
村
井

益男『洋学論』昭和二十川甥の文中に見ることが
できる

。
さ
て
、
こ
れ
ら
板
沢
氏
の
一
連
の
業
績
に
よ
り
、
日
本
史
学
界
内
に
蘭
学

史
と
い
う
分
野
が
し
だ
い
に
確
立
さ
れ
て
い
っ
た
昭
和
初
期
に
あ
っ
て
、
当

然
蘭
学
の
意
義
が
、
さ
ら
に
は
思
想
史
的
意
義
が
問
題
と
さ
れ
な
け
れ
ば
な

ら
ず
、
ま
た
ひ
る
が
え
っ
て
そ
の
学
問
の
対
象
の
性
質
か
ら
し
て
オ
ラ
ン
ダ

側
原
典
や
蘭
学
者
の
伝
記
に
関
す
る
研
究
が
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
暦

象
新
書
の
研
究
に
於
い
て
も
事
情
は
同
様
で
あ
り
、
後
者
の
問
題
に
つ
い
て

は
既
に
述
べ
た
古
賀
氏
ら
の
研
究
も
有
効
で
あ
っ
た
が
、
そ
こ
に
一
つ
の
寄

与
を
な
し
た
の
は
日
本
史
家
な
ら
ぬ
数
学
史
家
の
林
鶴
一
氏
で
あ
り
、
前
者

の
問
題
に
関
し
て
は
阿
部
真
琴
氏
、
高
橋
腹
一
氏
ら
が
登
場
す
る
。

林
鶴
一
氏
は
昭
和
九
年
に
論
文
〃
志
筑
忠
雄
川
を
発
表
し
た
が
、
〃
ソ
レ

ハ
志
筑
ノ
暦
象
新
書
ノ
依
拠
セ
ル
原
書
ヲ
明
記
だ
且
又
志
筑
ノ
署
ハ
セ
ル

八
円
儀
測
量
法
ナ
ル
モ
ノ
ノ
原
書
ヲ
指
示
セ
ン
Ⅲ
と
し
て
執
筆
さ
れ
た
も
の

で
あ
っ
た
。
こ
の
中
で
林
は
志
筑
の
主
な
箸
訳
書
と
し
て
『
求
力
論
』
『
火

器
発
法
伝
』
『
暦
象
新
書
上
編
』
『
八
円
儀
測
量
法
』
『
西
洋
天
文
訣
説
』

『
暦
象
新
書
中
編
』
『
暦
象
新
書
下
編
』
『
日
蝕
絵
算
』
の
八
種
を
あ
げ
た

一一一五
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Ｏ
ｏ
Ｈ
ｐ
の
｝
一
の
Ｃ
Ｏ
Ｂ
ど
の
の
叩
国
巾
の
ｎ
ヶ
国
）
ぐ
旨
、
ぐ
四
目
ｓ
の
〔
○
○
国
ロ
【
『
〕
「
一
℃

（
羽
）

ナ
ル
ベ
シ
。

（
弧
）

と
述
べ
た
。
さ
ら
に
翌
十
年
一
口
、
の
論
文
〃
平
賀
源
内
〃
中
に
オ
ラ
ン
ダ
か

ら
購
入
し
た
ラ
テ
ン
語
・
オ
ラ
ン
ダ
語
の
両
原
本
の
タ
イ
ト
ル
を
紹
介
し
て

い
る
。

］
○
西
口
【
の
】
一
］
（
届
司
桿
、
！
】
『
画
］
）
汕
旨
可
○
９
口
Ｒ
一
○
四
口
ぐ
の
Ｈ
四
日
ｂ
け
］
の
－
，
回
目

の
【
囚
ｇ
ぐ
の
Ｈ
四
門
目
ロ
⑫
〔
『
Ｃ
ｐ
ｏ
Ｈ
ｐ
芦
四
口
］
・
ロ
ロ
ー
ワ
ロ
⑩
囚
ｎ
ｏ
の
ロ
ロ
ロ
庁
斤
ユ
ｍ
ｏ
ｐ
ｏ
Ｈ
ｐ
の
【
国
回
章

Ｑ
】
の
⑪
の
『
［
囚
〔
】
。
□
の
ぐ
一
臥
す
口
、
Ｏ
の
ロ
庁
尉
四
一
一
ヶ
口
の
①
【
］
の
順
一
ワ
ロ
の
口
陣
【
口
。
【
一
○
口
一
⑪
⑤

。
※
○
己
囚
の
》
博
『
◎
、
］
○
ず
四
口
田
己
○
溢
口
『
鐸
Ｈ
１
▲
『
の
、
）

門
口
】
巴
ロ
》
ロ
、
の
佇
○
庁
旦
の
ヨ
ョ
ロ
四
吋
の
ロ
四
斤
ロ
ロ
円
‐
の
ロ
の
庁
の
Ｈ
Ｈ
の
屍
巨
ロ
ロ
の
》
○
ｍ
ロ
四
庁
巨
ロ
【
‐

の
ロ
の
［
の
Ｈ
『
の
戸
口
ロ
Ｓ
ｍ
の
］
の
ｍ
の
①
口
ぐ
■
ロ
ロ
の
国
の
①
Ｒ
］
○
ず
囚
目
尻
風
］
一
・
言
・
ロ
・

の
囚
ぐ
豈
囚
凹
口
の
Ｃ
汀
国
○
○
ｍ
］
の
①
３
『
冒
旦
①
、
〔
の
ｑ
の
穴
ロ
ロ
ロ
の
〔
の
○
Ｘ
｛
。
『
口
．
ご
く
囚
囚
『

が
、
こ
の
リ
ス
ト
は
そ
の
後
古
賀
を
は
じ
め
諸
家
の
引
用
す
る
と
こ
ろ
と
な

っ
て
い
る
。
そ
し
て
『
暦
象
新
書
』
・
『
八
円
儀
測
量
法
』
の
蘭
語
原
本
に

つ
い
て
は

【
の
一
］
一
ノ
】
貝
８
冒
昌
・
ノ
初
版
〈
一
七
○
○
二
出
デ
タ
ル
ガ
、
ソ
ノ
英

語
版
〈
一
七
二
○
一
一
出
デ
、
ソ
ノ
和
蘭
語
版
〈
合
冊
ト
ナ
リ
テ
一
七
四
○

一
一
出
デ
タ
リ
、
志
筑
ガ
奇
児
全
書
ト
称
ス
ル
モ
ノ
ハ
即
チ
コ
ノ
和
蘭
語
ノ

合
冊
ナ
ル
ベ
シ
。

コ
ノ
和
蘭
語
版
〈
、
和
蘭
国
Ｐ
の
亘
目
大
学
ノ
教
授
タ
リ
シ
ニ
三
一
の
日

百
８
ヶ
．
の
⑦
日
ぐ
の
⑩
囚
ご
ロ
の
（
』
ｏ
ｍ
ｍ
、
！
』
『
産
）
が
い
ｐ
ｍ
Ｑ
Ｅ
ｐ
Ｐ
日
国
四
曰
く
○
日
日

（
犯
）

即
チ
田
の
］
」
の
ロ
ー
於
テ
一
七
四
○
二
出
版
セ
ル
モ
ノ
ナ
リ
。

彼
レ
ガ
寛
政
十
年
一
七
九
八
一
一
訳
セ
ル
八
円
儀
測
量
法
ノ
原
書
〈
（
中

略
Ｎ_ノ

法
政
史
学
第
二
十
五
号

ず
一
一
ｍ
の
ぐ
○
の
碩
斤
い
】
］
。
、
①
の
敏
の
点
の
ぐ
の
『
す
四
口
Ｑ
の
一
一
□
ぬ
の
ご
｛
】
｝
○
く
の
閂
旦
の
ご
一
口
耳
の

①
ロ
丙
一
○
○
斤
の
、
弓
の
。
ｄ
の
弓
○
の
丙
の
円
の
戸
の
ご
】
□
ぬ
の
〕
一
四
一
○
『
の
Ｈ
ｇ
の
『
ロ
］
。
Ｑ
の
一
己
■
ロ
（
の

岸
『
四
ｍ
［
の
ロ
の
ロ
一
画
一
○
ぐ
の
Ｈ
Ｑ
の
暑
の
〔
（
の
ロ
ロ
の
Ｈ
四
四
ロ
ー
耳
の
丙
穴
】
ｐ
ｍ
ｐ
Ｐ
の
】
Ｑ
の
ロ
・

（
妬
）

牌
『
Ｐ
骨

さ
ら
に
林
氏
は
、
同
論
文
中
で
地
動
説
の
輸
入
に
関
し
、
中
国
流
の
天
動

説
と
南
蛮
人
の
プ
ト
レ
マ
イ
オ
ス
流
の
天
動
説
が
対
立
し
て
い
る
と
こ
ろ
へ
、

本
木
・
司
馬
ら
の
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
説
と
志
筑
の
ニ
ュ
ー
ト
ン
・
ケ
イ
ル
説
が

（
錨
）

樫
頑
し
た
と
述
べ
て
い
る
。
こ
う
し
て
ケ
イ
ル
の
ラ
テ
ン
語
原
本
が
初
め
て

明
ら
か
に
さ
れ
、
ま
た
ル
ロ
フ
ス
の
オ
ラ
ン
ダ
語
原
本
の
構
成
が
板
沢
氏
の

紹
介
よ
り
く
わ
し
く
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
な
お
こ
の
蘭
語
原
本
の
記
述
は

板
沢
氏
の
そ
れ
よ
り
も
二
年
お
く
れ
て
い
る
の
ゑ
で
あ
る
。
（
次
号
完
結
）

註（
１
）

'－，

６
超.’

／■、〆■、'－，／■、

５４３２
、_ノ、､ノ、､ノ、､ノ

拙
論
〃
『
暦
象
新
書
』
の
研
究
史
〃
ｓ
科
学
史
研
究
肌
品
）
お
よ

び
当
暦
象
新
書
』
の
研
究
史
（
統
）
〃
（
同
上
Ⅲ
的
）
を
参
照
。

大
隅
重
信
編
「
開
国
五
十
年
史
」
上
巻
明
治
四
○
年
九
一
八
頁

同
右
九
二
○
頁

「
文
明
源
流
叢
書
」
第
一
巻
一
九
頁

「
新
撰
洋
学
年
表
」
は
後
に
佐
藤
栄
七
氏
に
よ
り
大
幅
に
増
訂
・
加

筆
さ
れ
て
、
「
日
本
洋
学
細
年
史
」
昭
和
四
○
年
と
な
っ
た
。

こ
れ
は
「
長
崎
洋
学
史
」
上
巻
・
下
巻
・
続
篇
と
し
て
、
昭
和
四

一
年
’
四
三
年
に
刊
行
さ
れ
た
。
上
巻
に
付
せ
ら
れ
た
中
西
啓
氏

の
「
後
記
」
に
よ
れ
ば
「
長
崎
市
史
洋
学
篇
」
は
大
正
年
間
に
執

筆
を
開
始
し
昭
和
一
五
年
に
脱
稲
し
た
と
ふ
ら
れ
る
、
と
い
う
。

従
っ
て
本
論
文
で
、
以
後
引
用
す
る
古
賀
の
文
は
、
「
長
崎
市
史

一一一一ハ
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（
７
）

（
８
）

（
９
）

'■、〆、〆へ

１２１１１０
、-ノ、ごノ、ユ

（
四
）

／■、／~、／■、

１６１５１４
、_ノ、－ノ～ノ

'■、〆~、′■、

１９１８１７
里.ノ、_ノ、_ノ

『
暦
象
新
書
』
お
よ
び
志
筑
忠
雄
の
研
究
史
日
（
大
森
）

洋
学
繍
」
執
筆
の
途
次
そ
の
研
究
成
果
が
公
表
さ
れ
た
も
の
と
見

倣
す
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
「
長
崎
市
史
洋
学
篇
」

の
記
事
に
基
い
て
研
究
史
が
述
べ
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
が
、
そ
れ
は
長
期
間
未
刊
の
ま
ま
に
お
か
れ
て
い
て
公
刊
は

昭
和
四
一
’
四
三
年
で
あ
り
、
ま
た
研
究
史
の
性
格
か
ら
、
こ
れ

に
つ
い
て
は
後
に
ふ
れ
る
こ
と
と
す
る
。

長
崎
市
役
所
編
「
長
崎
と
海
外
文
化
」
下
編
大
正
一
五
年
二
三

頁「
文
明
源
流
叢
書
」
第
三
巻
に
収
め
ら
れ
て
い
る
同
目
録
に
は
、

志
筑
の
著
訳
と
し
て
「
暦
象
新
書
」
「
助
辞
考
」
「
四
法
諸
時
対

訳
」
「
鎖
国
論
」
「
生
前
父
」
「
四
十
五
様
」
「
西
音
発
微
」
を

あ
げ
て
い
る
。

岡
村
千
奥
「
紅
毛
文
化
史
話
」
昭
和
二
八
年
に
収
載
。
私
の
引

用
は
こ
の
書
に
よ
る
。

同
右
一
一
五
’
六
頁

同
右
一
三
六
頁

同
右
一
二
○
頁
に
〃
「
暦
象
新
書
」
（
享
和
三
年
完
成
）
川
と

あ
る
。

渡
辺
庫
輔
「
阿
蘭
陀
通
詞
志
筑
氏
事
略
」
昭
和
三
二
年
長
崎
学

会
叢
書
第
四
紺
四
一
頁

剛
学
資
料
研
究
会
研
究
報
告
Ⅲ
即

森
銑
三
「
お
ら
ん
だ
正
月
」
昭
和
一
一
一
一
年
に
収
載
。

板
沢
武
雄
「
蘭
学
の
意
義
と
蘭
学
創
始
に
関
す
る
一
一
、
三
の
問
題
」

（
二
『
歴
史
地
理
』
五
九
巻
第
一
号
一
一
七
頁

同同同Ｃ
右右右一

第
五
九
巻
第
二
号

同
号
一
六
八
頁

一
五
四
頁

（
卯
）
同
右
同
号
一
五
七
頁

（
皿
）
同
右
同
号
一
五
八
頁

（
犯
）
板
沢
武
雄
「
蘭
学
の
発
達
」
昭
和
八
年
（
岩
波
識
座
「
日
本
歴
史
」

中
の
一
冊
）
。
こ
の
論
文
は
「
日
蘭
文
化
交
渉
史
の
研
究
」
昭
和

三
四
年
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
以
下
の
引
用
は
こ
の
書
に
よ
る
。

（
淫
）
板
沢
武
雄
「
日
蘭
文
化
交
渉
史
の
研
究
」
一
一
四
’
一
一
五
頁

（
型
）
同
右
一
一
八
’
一
一
九
頁

（
躯
）
（
配
）
同
右
二
五
二
頁

（
”
）
同
右
二
四
七
頁

（
犯
）
杉
本
勲
〃
天
動
説
か
ら
地
動
説
へ
〃
『
日
本
歴
史
』
第
一
四
巻
第

３
号
昭
和
一
一
四
年

（
羽
）
中
央
公
論
社
版
『
新
日
本
史
講
座
』
中
の
一
冊

（
卯
）
林
繍
一
〃
志
筑
忠
雄
〃
昭
和
九
年
一
月
東
北
帝
大
女
科
学
会
編

雑
誌
『
文
化
』
第
一
巻
第
一
号
所
載
、
の
ち
に
林
鶴
一
「
和
算
研

究
集
録
」
昭
和
一
二
年
に
収
む
。
以
下
の
引
用
は
こ
の
書
に
よ
る
。

（
虹
×
犯
）
（
粥
）
林
鶴
一
「
和
算
研
究
集
録
」
下
巻
四
一
八
’
四
二
一
頁

（
弧
）
同
右
四
五
七
’
四
六
二
頁

（
妬
）
同
右
四
六
○
頁

（
粥
）
同
右
四
五
九
頁

（
本
稿
に
は
昭
和
四
十
六
年
度
法
政
大
学
特
別
研
究
助
成
金
に
よ
る
研

究
成
果
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
記
し
て
謝
意
を
表
す
る
。
）

七
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